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趣
味
講
座　

参
加
者
作
品

　

（
本
格
切
り
絵
で
飾
ろ
う
！
）

【作品紹介】

地
域
公
民
館
（
活
動
）
紹
介

三
吉
町
公
民
館
紹
介

　

三
吉
町
は
旧
30
区
で
現
在
３
４
６
世
帯
と

小
さ
な
地
域
で
主
な
近
隣
施
設
に
は
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
あ
い
の
花
」
、
み
よ
し
保

育
園
、
大
泉
南
中
学
校
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

公
民
館
の
活
動
と
し
て
は
三
吉
ク
ラ
ブ

（
老
人
会
）
が
６
月
、
９
月
の
輪
投
げ
大
会

に
向
け
た
練
習
を
週
２
回
行
い
、
そ
の
他
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
週
２
回
、
歌
（
カ
ラ
オ

ケ
）
を
月
１
～
２
回
、
茶
話
会
を
月
１
～
２

回
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
民
館
ま
つ
り
に
向
け
て
９
～
10

月
に
「
お
洒
落
な
三
角
ス
ト
ー
ル
」
講
習
会

を
実
施
し
、
公
民
館
ま
つ
り
に
仕
上
げ
た
ス

ト
ー
ル
を
展
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
12
月
に

は
公
民
館
・
育
成
会
合
同
に
よ
る
「
ク
リ
ス

マ
ス
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
」
を
盛
大
に
実
施
し

ま
し
た
。

　
災
難
続
き
の
公
民
館

　

令
和
６
年
８
月
、
新
し
く
買
い
替
え
て
間

も
な
い
広
間
の
エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
が
盗
難

に
あ
い
ま
し
た
。
室
外
機
は
エ
ア
コ
ン
と
の

セ
ッ
ト
販
売
の
た
め
室
外
機
だ
け
の
交
換
が

で
き
ず
、
エ
ア
コ
ン
本
体
を
含
め
た
総
買
換

え
と
な
り
、
高
額
出
費
と
な
り
ま
し
た
。
盗

難
再
発
防
止
の
た
め
現
在
、
室
外
機
に
は
特

注
の
鉄
製
の
檻
で
ガ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
犯

人
は
今
現
在
逮
捕
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

令
和
７
年
４
月
、
東
側
窓
ガ
ラ
ス
の
鍵
の

部
分
が
丸
く
割
ら
れ
ま
し
た
。
よ
く
あ
る
空
き

巣
の
手
口
の
よ
う
な
割
ら
れ
方
で
す
。
そ
の

窓
ガ
ラ
ス
の
奥
に
テ
ー
ブ
ル
が
高
く
置
い
て

あ
っ
た
た
め
、
幸
い
室
内
へ
の
侵
入
は
な

か
っ
た
よ
う
で
盗
ら
れ
た
も
の
は
な
く
被
害

は
窓
ガ
ラ
ス
修
理
代
の
み
で
済
み
ま
し
た
。

　
今
後
の
公
民
館
活
動

　

コ
ロ
ナ
禍
で
世
の
中
全
体
が
ス
ト
ッ
プ
し

た
３
年
間
、
公
民
館
活
動
も
す
べ
て
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
よ
う
や
く
令
和
５
年

頃
よ
り
活
動
が
再
開
さ
れ
、
今
年
度
は
ほ
ぼ

コ
ロ
ナ
禍
前
の
活
動
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
以
前
と
違
う
点
は
地
域
の
子
ど
も

の
数
の
減
少
と
そ
れ
に
伴
う
地
域
住
民
の
高

齢
化
で
す
。
以
前
は
実
施
で
き
た
イ
ベ
ン
ト

が
子
ど
も
の
数
の
減
少
や
企
画
運
営
す
る
役

員
の
高
齢
化
に
よ
り
実
施
困
難
と
な
っ
て
い

ま
す
。
従
っ
て
今
後
の
公
民
館
活
動
は
子
ど

も
の
数
の
減
少
や
地
域
住
民
高
齢
化
を
考
慮

し
、
だ
れ
に
で
も
無
理
な
く
楽
し
く
簡
単
に

実
施
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
等
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
吉
町
公
民
館
紹
介
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あ
な
た
の
故
郷（
ふ
る
さ
と
）ど
こ
で
す
か
？

日
本
全
国
ふ
る
さ
と
発
見
!!

福
岡
県
北
九
州
市
①

◆
大
泉
町
に
は
い
つ
ご
ろ

　
　
　
　
来
ら
れ
ま
し
た
か
？

　
１
９
９
９
年
（
平
成
11
年
）
７
月

に
転
勤
に
よ
り
、
当
時
住
ん
で
い
た

東
京
都
小
金
井
市
よ
り
転
入
し
ま
し

た
。

　
北
九
州
市
は
父
の
実
家
で
、
幼
少

の
こ
ろ
は
毎
年
帰
省
し
て
い
ま
し
た
。

◆
ふ
る
さ
と
自
慢

　
関
門
海
峡
で
山
口
県
下
関
市
と
向

か
い
合
っ
て
お
り
、
本
州
か
ら
九
州

へ
の
玄
関
口
と
し
て
栄
え
た
歴
史
を

持
ち
、
か
つ
て
の
四
大
工
業
地
帯
で

あ
っ
た
北
九
州
工
業
地
帯
の
中
核
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
１
９
０
１
年
に
官
営
八
幡
製
鉄
所

 

（
現
在
の
日
本
製
鉄
九
州
製
鉄
所

八
幡
地
区
）
が
開
業
し
、
日
本
国
内

最
大
の
鉄
鋼
供
給
地
と
し
て
日
本
工

業
の
近
代
化
に
貢
献
し
ま
し
た
。

◆
北
九
州
黒
崎
祇
園
山
笠

　
北
九
州
市
は
夏
に
な
る
と
各
地
区

ご
と
に
祭
り
を
行
い
ま
す
。
中
で
も

ぜ
ひ
推
薦
し
た
い
の
が
「
北
九
州
黒

崎
祇
園
山
笠
」
で
す
。

　
こ
の
祭
の
起
源
は
４
０
０
年
以
上

前
に
遡
る
と
さ
れ
、
県
内
で
も
由
緒

あ
る
祇
園
祭
礼
の
一
つ
で
北
九
州
市

の
三
大
夏
祭
り
の
一
つ
と
し
て
多
く

の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
崎
地
区
の
熊
手
一
番
山
笠
か
ら

藤
田
西
山
笠
に
至
る
ま
で
の
８
つ
の

山
か
ら
な
る
黒
崎
祇
園
山
笠
は
、

春
日
神
社
、
岡
田
神
社
、
一
宮
神
社

の
氏
子
衆
や
保
存
会
、
子
ど
も
育
成

会
の
会
員
の
大
太
鼓
、
小
太
鼓
、
鉦
、

ホ
ラ
貝
に
よ
っ
て
独
特
の
勇
ま
し
い

調
子
を
奏
で
ま
す
。
ま
た
、
神
幸
の

前
夜
に
開
催
さ
れ
る
競
演
会
で
は
、

『
喧
嘩
山
笠
』
と
も
呼
ば
れ
車
輪
を
軸

に
曳
き
廻
す
様
は
見
る
者
の
血
を
沸

か
せ
る
程
の
、
激
し
い
曳
き
山
の
姿
を

み
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
美
し
さ
と
迫

力
は
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
43
年
２
月
『
黒
崎
祇
園
行
事

附 

関
係
文
書
・
笹
山
笠
・
太
鼓
』

と
し
て
福
岡
県
の
無
形
文
化
財
（
現

無
形
民
俗
文
化
財
）
に
指
定
さ
れ
、

令
和
７
年
３
月
に
は
、
『
記
録
作
成

等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗

文
化
財
』
と
し
て
国
か
ら
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
お
潮
井
取
り
に
は
山
笠
の
原
型
と

い
わ
れ
る
笹
山
笠
が
出
ま
す
。
そ
の

後
笹
山
笠
は
人
形
飾
山
に
衣
替
え
し
、

勇
壮
華
麗
な
祭
り
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
毎
年
７
月
初
頭
か
ら
約

半
月
間
を
か
け
て
、
こ
の
お
祭
り
は
、

行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
が
北

九
州
市
の
お
祭
り
な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

　（
Ｉ
・
Ｍ
）

北九州市の概要

●人　口　　９００，４９４人

　　　　　　　（令和７年９月１日現在）

●市の花　　つつじ

　　　　　　ひまわり

●シンボルツリー　

　いちいがし

参考：北九州市ホームページ

か
ね

●
北
九
州
市

佐賀県
福岡県

山口県

大分県

○
八
幡
地
区

○福岡市

熊本県
長崎県

○久留米市

上毛町○



  

   
 

    

なごむ 令和８年 3 月10日　No.450

ち
ょ
っ
と
い
い
話

公
民
館
図
書
室

新
刊
図
書
の

　
　
お
知
ら
せ

西小５年

　対比地 逢斗

私の夢
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

　

長
崎
県
佐
世
保
市
で
生
ま
れ
た
私

は
大
泉
町
で
働
く
夫
と
結
婚
す
る
為

に
こ
の
町
に
来
ま
し
た
。

　

夫
は
仕
事
が
忙
し
く
故
郷
を
離
れ

た
寂
し
さ
か
ら
、
ふ
と
父
と
母
を
恋

し
く
思
う
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
の
頃
私
の
家
に
は
電
話
が
な
く
、

社
宅
の
す
ぐ
側
に
あ
っ
た
公
衆
電
話

に
決
ま
っ
た
時
間
に
か
け
て
く
れ
た

佐
世
保
か
ら
の
電
話
を
待
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

思
え
ば
私
は
大
泉
町
で
沢
山
の

『
人
』
に
助
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

人
と
の
出
会
い
は
形
に
残
ら
な
く
て

も
ち
ゃ
ん
と
心
に
残
っ
て
私
を
支
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
出
会
い
は
財
産
な
の

だ
と
今
、
し
み
じ
み
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
感
謝
を
忘
れ
ず
、
私

ら
し
く
日
々
を
重
ね
て
生
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
艶
）

　

私
の
夢
は
、
弱
い
立
場
の
人
を
守

る
弁
護
士
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
力
で
は
な
く

言
葉
を
巧
み
に
使
っ
て
道
を
切
り
開

き
問
題
を
解
決
し
、
堂
々
と
し
て
い

る
姿
を
見
て
こ
の
職
業
に
就
い
て
み

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

弁
護
士
と
は
、
基
本
的
人
権
の
擁

護
と
社
会
正
義
の
実
現
を
職
務
と
す

る
法
律
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で

あ
り
、
法
律
相
談
や
民
事
事
件
の
代

理
や
刑
事
事
件
の
弁
護
が
主
な
仕
事

で
す
。
他
に
も
法
律
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
将
来
的
な
危
険
を
防
い
だ
り
す
る

企
業
法
務
と
い
う
仕
事
も
あ
り
、
顧

問
弁
護
士
と
し
て
、
企
業
の
リ
ス
ク

回
避
が
出
来
る
こ
と
や
ク
レ
ー
ム
対

応
、
日
常
的
な
法
律
相
談
を
継
続
的

に
行
う
事
も
仕
事
の
一
環
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
人
の
話
を
丁
寧
に
聞

い
た
り
粘
り
強
く
調
べ
た
り
、
自
分

の
考
え
を
相
手
に
対
し
て
論
理
的
に

分
か
り
や
す
く
意
見
を
伝
え
る
力
を

伸
ば
し
て
い
き
た
い
で
す
。
他
に
も

語
彙
力
を
鍛
え
る
事
や
、
一
つ
の
事

だ
け
に
執
着
せ
ず
に
、
様
々
な
視
点

を
持
ち
生
活
す
る
こ
と
を
習
慣
化
し

て
過
ご
し
て
い
く
事
が
弁
護
士
に
近

づ
く
一
歩
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

受
話
器
の
向
こ
う
の
声
に
ど
れ
だ

け
救
わ
れ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
日
々
も
あ
り
ま
し
た
が
、

持
ち
前
の
積
極
性
と
周
り
の
友
人
に

助
け
ら
れ
、
幼
稚
園
の
役
員
を
し
た

り
得
意
の
洋
裁
で
小
物
を
作
っ
た
り

と
自
分
の
世
界
を
懸
命
に
作
っ
て
き

ま
し
た
。

　

子
育
て
が
ひ
と
段
落
し
て
か
ら
は

大
好
き
な
バ
ラ
に
出
会
い
庭
仕
事
に

精
を
出
し
ま
し
た
。

　

季
節
の
移
ろ
い
と
共
に
咲
く
花
に

●
馬
を
育
て
た
上
毛
野
国
の
物
語　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
能
美
　
彰
英
）

●
嫌
わ
れ
る
院
長
：

　

ス
タ
ッ
フ
の
信
頼
を
取
り
戻
す

　

コ
ー
チ
ン
グ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

  　

（
青
木
　
良
仁
）

●
絶
対
に
見
て
お
く
べ
き
桜
絶
景 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
中
西
　
一
登
）

●
豊
臣
家
の
女
た
ち 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
福
田
　
千
鶴
）

●
鳴
瀬
は
都
を
駆
け
抜
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
宮
島
　
未
奈
）

　
●
「
が
ん
活
」
の
す
す
め

　

科
学
と
名
言
で
つ
く
る

 

「
が
ん
を
寄
せ
つ
け
な
い
習
慣
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
川
口
　
知
哉
）

《
閲
覧
・
貸
出
時
間
》

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

《
貸
出
期
間
》
10
日
間

《
貸
出
冊
数
》
１
人
３
冊
ま
で

忘れ物をしていませんか？
　町公民館では、傘などの忘れ物を保管しています。忘れ

物は公民館事務室で保管していますが、届け出から１か月

を経過した物は処分をさせていただきます。お心当たりの

人は、町公民館窓口までお越しいただくか、お電話にてお

問い合わせください。

※お問い合わせ等くわしくは、大泉町公民館  ☎６２－２３３０へ

こちら大泉町公民館ですこちら大泉町公民館です
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へ
ん
し
ゅ
う
こ
う
き

第
60
回 

邑
楽
郡
上
毛
か
る
た
大
会
結
果

○
令
和
８
年
２
月
１
日
（
日
）

　
会
場
　
板
倉
中
学
校
体
育
館

● 

小
学
生
の
部

■ 

低
学
年　

団
体
戦

優
　
勝
　
吉
田
東
／
北
村 

和
葉
・
與
川 

栞
奈
・

　
　
　
　
　
　
　
　
宝
槻 
光
莉
・
石
塚 

結
衣

第
３
位
　
住
吉
町
／
野
口 
桃
花
・
平
社 

詩
織
・

　
　
　
　
　
　
　
　
山
下 

由
依
・
細
堀 

彰
人

■ 

高
学
年　

団
体
戦

優
　
勝
　
住
吉
町
／
根
本 

愛
莉
・
山
下 
芽
依
・

　
　
　
　
　
　
　   

江
原 

陽
彩
・
伊
藤 

千
春

第
３
位
　
上
横
町
／
久
保
田 

芽
衣
・
三
ツ
森 

瑠
夏
・

　
　
　
　
　
　
　   

田
代 

心
陽
・
飯
塚 

真
愛

■ 

低
学
年　

個
人
戦

優
　
勝
　
吉
田
東
／
齋
藤 

日
奈

準
優
勝
　
上
横
町
／
藤
ノ
木 

愛
依

■ 

高
学
年　

個
人
戦

優
　
勝
　
吉
田
東
／
木
村 

美
緒
里

 

● 

中
学
生
の
部

■ 

団
体
戦

優
　
勝
　
住
吉
町
／
久
保
田 

律
・
根
本 

和
希
・

　
　
　
　
　
　
　
　
浦
野 

琳
香

■ 

個
人
戦

優
　
勝   

吉
田
東
／
江
本 

來
未

第
３
位
　
住
吉
町
／
石
塚 

莉
依
沙

第
77
回 

群
馬
県
上
毛
か
る
た

　
　
　
　
　

 

競
技
大
会
結
果

○
令
和
８
年
２
月
15
日
（
日
）

　
会
場
　
A
L
S
O
K
ぐ
ん
ま
武
道
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
橋
市
）

第
12
回 
邑
楽
郡

　

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
結
果

　
　

よ
う
や
く
春
の
兆
し
が
見
え
始

め
た
２
月
14
日
・
15
日
、
公
利
連
サ
ー

ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
た
。

　

暖
か
い
日
に
め
ぐ
ま
れ
て
ほ
っ
と

し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
大
雪
で
中
止

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
気
ま
ぐ

れ
な
気
候
で
予
測
は
つ
か
な
い
が
、

春
が
来
な
い
年
は
な
い
。
重
い
コ
ー

ト
ぬ
い
で
出
掛
け
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

〈
和
〉

　
　

還
暦
を
過
ぎ
て
し
ば
ら
く
経
つ
。

仲
の
良
い
友
人
達
が
相
次
い
で
病
の

床
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
回
復
を
願

い
な
が
ら
自
身
の
健
康
も
気
に
な
っ

て
き
た
。

　

年
齢
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
生
活

す
る
事
が
現
実
と
な
っ
た
。
友
人
達

の
１
日
も
早
い
退
院
を
願
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

〈
章
〉

　
　

三
寒
四
温
と
は
良
く
言
っ
た
も

の
、
春
は
確
実
に
す
ぐ
そ
こ
に
・
・
・

　

祖
父
思
い
出
の
梅
の
木
が
害
虫
の

た
め
枯
れ
て
久
し
い
。
代
わ
り
に
と

植
え
た
小
梅
の
枝
に
可
愛
ら
し
い
花

が
咲
い
て
い
る
!!
ど
ん
な
実
を
つ
け

て
く
れ
る
だ
ろ
う
?!　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
京
〉

● 

小
学
生
の
部

■ 

低
学
年　

団
体
戦

優
　
勝
　
吉
田
東
／
北
村 

和
葉
・
與
川 

栞
奈
・

　
　
　
　
　
　
　
　
宝
槻 

光
莉
・
石
塚 

結
衣

■ 

高
学
年　

団
体
戦
　

第
３
位
　
住
吉
町
／
山
下 

芽
依
・
根
本 

愛
莉
・

　
　
　
　
　
　
　
　
江
原 

陽
彩
・
野
口 

桃
花

■ 

低
学
年　

個
人
戦

準
優
勝
　
吉
田
東
／
齋
藤 

日
奈

■ 

高
学
年　

個
人
戦

優
　
勝
　
吉
田
東
／
木
村 

美
緒
里

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○
令
和
８
年
２
月
22
日
（
日
）

　
会
場
　
邑
楽
町
民
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　

　
準
優
勝
　
富
士
之
越
子
ど
も
会

　
第
３
位
　
上
横
町
子
ど
も
会

ひ
い
ろ

く
る
み

あ
い
り

か
ん
な

ひ
か
り

ひ
ら
こ
そ

る
な

こ
は
るめ

い

あ
き
と

ひ
な


